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令和６年度 第２回平田地域協議会会議録（要約） 

 

 

日  時   令和６年６月２７日（木）午後２時４０分～午後３時４０分 

 

場  所   ひらた生涯学習センター 大研修室 

 

出席委員   ９名 

１号委員  長堀 恵理   小野寺孝延  前田 惠次   今井さち子 

      丸山 清    

    ２号委員  石黒 由香  佐藤 正一  須田 祐司  久松 由華 

 

欠席委員   ６名 

１号委員  田中井広志  佐藤 芳紀  佐藤 恭子  佐藤 善仁 

  枝 春男   加藤佐和子  

 

酒田市出席者  平田総合支所長                阿部 司 

平田総合支所長補佐兼地域振興係長      池田 徹 

平田総合支所地域振興主査          阿部 光正 

 

傍 聴 者     なし 

 

議事日程   １．開 会 

２．あいさつ 

３．会議録署名委員の選任 

４．協議 

（１）地域振興について（意見交換） 

（２）その他               

５．その他 

６．閉 会 

  

 

 

【協議会の概要】 

  「平田地域の地域振興とは？」をテーマにした意見交換がワークショップ形式にて行われた。意

見交換にて出された内容を基に、次回に繋ぐことにした。 
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【会議録（要約）】 

１．開会 

事務局より開会と欠席委員６名の報告 

 

２．あいさつ 

石黒由香会長あいさつ 

阿部支所長あいさつ 

 

３．会議録署名委員の選任 

会議録署名委員はこれまでどおり名簿の順番に指名することとし、前田惠次委員を指名した。 

 

４．協議 

（１）地域振興について（意見交換） 

池田支所長補佐が地域振興についての意見交換の進め方について説明したあと、出席委員が２

班に分かれて意見交換を行った。各班で出された意見のまとめを最後に発表し、次回の地域協議

会でさらに協議することとした。 

 

○石黒由香会長 

     Ａ班は大きく分けて交流、農業、イベントである。 

交流は５か所のコミセンを利用し、例えば月曜日、水曜日、金曜日は誰でも行って良い時

間に、お茶を飲みながら情報交換を行う。同時にギャラリー展示や販売もしたら面白い。 

また、集落の真ん中にコンテナハウスを置いて、誰でも来ることができる交流の場を作る。

とにかく交流の場がない。家族自慢大会やいろいろな大会をしても良い。楽しい場を作り、

提供するという案が出た。 

被災した時の体験として、炊き出しや段ボールハウス体験をイベントとして行うという案

が出た。 

農業は農家に元気がない。高齢者が多い。時給が安いという問題がある。農業体験として

田植え、収穫、料理するという案が出た。 

イベントは若者と子供が集う場がない。空き家問題があるので、空き家のリフォーム体験

をし、床の張替えや壁の塗り変えなどを行う。リフォームが終わった家は、コテージとして

活用する案が出た。 

あとは議員の力を活用する。という提案でした。 

 

  ○丸山清副会長 

 Ｂ班は旧田沢小学校を活用して林間学校を行い、交流人口を増やしたい。地元のお母さん

が先生となり、地元野菜を使って自分たちで給食を作る。川遊びや体育館で遊ぶ。宿泊の場

合は夜に大人がお酒を飲める企画をしたい。すいかの収穫や芋ほりの体験をする。料理を含

めて、プロデュースをする人が重要であると話になった。一番の肝は旧田沢小学校の機能を

活用することである。大人も子供も体験してほしい。川も近くにあるので川遊びもできる。 

  ○久松由華委員  

私たち協議会だけでは無理なので、「水辺の楽校」やいろいろなイベントと連携し、協議

会のメンバーだけが頑張るのではなく、いろいろな団体を巻き込んで活動を行っていけたら

という意見も出た。 

  ○丸山清副会長 

 地域では「里山ＤＡＹ㏌たざわ」や「水辺の楽校」も実施しているから他と連携しても良

い。中山間地区に人を呼んで遊んでもらう。それを春夏秋冬年４回やりたいとの意見があっ

た。 
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（２）その他 

参考資料１（第１回地域協議会で質問があったデマンドタクシーのコース見直しについて） 

資料に基づき池田支所長補佐が説明 

○須田祐司委員  

タクシーのドライバー不足の関係で運行が難しいとあるが、私は先日１９日に利用した。午後

３時と予約しても３０分前に家にタクシーが来る。１０分位前に来るのであれば、問題はないが、

３０分も前に迎えに来られるとまだ準備も出来ていないため、大変である。３０分も前に来るよ

うだと利用しづらい。 

○石黒由香会長  

タクシーが家の前で３０分間待機しているということではなく、即乗車するようにということ 

  で来るのか。 

○須田祐司委員 

 そのとおりである。３０分早く出発すると当然目的地へ３０分早く到着する。デマンドタク

シーなので、他の人を迎えに行くという場合もある。乗り合いの場合は仕方ないが、３０分早く

迎えに来られると使い勝手が悪いと感じる。 

○佐藤正一委員  

その時は乗り合いの人はいたのか。 

○須田祐司委員  

私、ひとりだけでした。時間通りに迎えに来るのは難しいと思うし、５００円で酒田まで行け

るのだから、安いと思って利用している。 

○前田惠次委員 

   ドライバー不足とありますが、東京都内では白タクというか一般ドライバーが、自家用車を使 

用し、有料で客を運ぶサービスが導入されたと聞くが、酒田でも自家用車を使用したサービスに 

向かう可能性は高いか。 

○阿部支所長 

   担当課へ確認する。 

○今井さち子委員 

   デマンドタクシーの年間利用者人数を教えていただきたい。 

○阿部支所長 

   本日は資料を持ち合わせていないため、担当課へ確認する。 

○今井さち子委員 

   あわせて利用者が多い時間帯も教えていただきたい。 

○阿部主査 

   担当課に確認する。 

 

事務連絡 

車賃の支払いの事務連絡 

 

５．閉 会 

丸山清副会長閉会 

  

 

 

 

     


